
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 実践に当たって 

 １ 学校の状況 

  本校は愛媛県西予市にあり、内子町以南一帯を校区とする南予地方で唯一の特

別支援学校である。知的障がい部門と聴覚障がい部門・肢体不自由部門があり、

所属する知的障がい部門には小学部、中学部、高等部の児童生徒187名が在籍し

ている。 

 ２ 対象生徒の様子と設定理由 

   対象の生徒は自閉症である。自分の思いと違っていたり活動に見通しがもてな

かったりするとパニックになり、人や物をたたく、自分の頭や肘を机に打ち付け

るといった行為が見られる。また、保護者は「一日のスケジュールを理解して見

通しをもてるようになってほしい。穏やかに楽しく友達や先生と学習に取り組ん

でほしい」と願っている。そこで、生徒が将来地域でいろいろな人と関わりなが

ら働くことを見据え、見通しをもって活動することを積み重ね、落ち着いて活動

に取り組むことができるように支援を行った。  

Ⅱ 実践内容 

１ 作業学習における実践 

生徒の個別の教育支援計画の目標は「活動内容が分かっ

て落ち着いて活動する」である。そこで生活単元学習の目

標を「見通しをもって落ち着いて活動する」と設定し、本

校独自の部別研修シート（資料１）を利用してＰＤＣＡサ

イクルに基づいて支援及び授業の改善に取り組んだ。  

本学級は中学部２年生の男子３名、女子１名の計４名で

構成され、社会性、認知面、コミュニケーション面など生

徒の実態は様々であり、実態には幅がある。４名が一緒に

授業をする上で、興味・関心をもって意欲的に学習するこ

とができるもので、見通しをもって活動できる内容を考え

て年間計画及び授業案を作成した。  

〈資料１ 部別研修シート〉 

第２分科会 個に応じた指導の充実（特別支援学校の取組） 

テーマ「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」 

提案２ 「安心して学校生活を送るための支援の在り方」 

～見通しをもつ力を育む取組を通して～ 

発表者  愛媛県立宇和特別支援学校      教  諭  角藤 裕美 

司会者  愛媛県立今治特別支援学校      教  諭  東  愛  

助言者  徳島県立総合教育センター        

特別支援・相談課          指導主事  白桃 智子 

令和２年度 部別研修シート 

＊ＰＤＣＡサイクルに基づいて、担任（担当）している子供の目標と学習評価を考えて

みましょう。そして、改善へ。 

① Ｐ～Ｄ 

学 部 中学部 学年 ２ 
対象とする児童

生徒の氏名 
玉岡 志元 

個別の教育支援計画

の目標 

・すること分かって、落ち着いて活動する。 

今学期の個別の指導

計画の目標（ねらい） 

＜項目 or教科名＞ 

＜日常生活の指導＞ 

・見通しを持って落ち着いて活動する。 

        

教科等 作業学習 単元名 野菜を育てよう 

本児に本単元

でつけたい力 

・見通しを持って落ち着いて作業をする力。 

 

 

本児の本単元

における目標 

・初めて行う活動や、いつもと違う作業の流れでも落ち着いて活動す

る。 

 

支援・配慮 

・本人が分かるようにイラストを用いて作業の流れを説明する。 

・初めて行う活動は、写真やイラストを用いて説明したり、手本を示

したりする。 

②Ｃ～Ａ 

項 目 主な内容に対して 授業形態に対して 時数に対して 

評 価 ○適   ・  不適 ○適   ・  不適 ○適   ・ 不適 

児童生徒の 

変容 

・初めての作業に対しても、イラストを用いたり手本を示したりする

ことで活動を拒否したり怒ったりすることなく落ち着いて活動する

ようになった。 

 

目標に対する

達成度と 

コメント 

＜Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ＞ 

・学校生活全般において落ち着いている日が多いのもあってか、急な

変更や初めて行う活動に対する教師の説明を真剣に見聞きするよう

になった。事前の説明が本生徒にとって大切であり有効であることを

痛切に感じた。 

改善策 

 

 

・イラストだけでなく、「ドロップトーク」など誰が説明しても同じ伝

え方ができるものも利用していきたい。 

 



授業では、活動の最初に今日の流れを簡単な言葉と、文字・イラストや写真を

使用して説明を行った。終わった活動から順番に活動の文字を消し、今どこまで

進んでいて、あとは何の活動が残っているのかを自分で確認できるようにした。

また、タイムタイマーを使用して視覚的に時間が分かるようにした。一斉の説明

では理解が難しい活動の場合は、個別に手順書を用いて説明を行った。初めて行

う行事の説明も同じ手順で行った。 

対象生徒は園芸班に所属しており、２年目ということ

で簡単な言葉での説明のみで落ち着いて活動をしてい

る。授業中、急に場所を変更することもあったが簡単な

言葉の説明で理解し、変更を受け入れた。また、初めて

行う活動はイラストと文字や簡単な言葉で説明をし、生

徒が納得してから始めることで落ち着いて活動をした。          

昨年度は「畑に着いたら作業をする前にトイレに行くと

いうルーティン」だったが、今年度は「休憩時間にトイレに行くようにすること」

を目標として、スモールステップで取り組んでいる（PLAN:計画）。 

支援の手立てとしてまず今までの流れをイラストで説明した（DO:実行）。次

に今日からどうするのかをイラストと簡単な言葉で説明した。最初は「草を３本

引いたらトイレに行くよ」次時は「草を 10本引いたらトイレに行くよ」「籠の半

分（線を引いておく）まで引いたらトイレに行くよ」という具合に除草する数を

増やした。また、タイムタイマーを使用し徐々に作業時間を伸ばした。初日はす

ぐにトイレに行けないことに納得できず、教師に対して頭突きをしたり、たたい

たりしたが「３本引いたらトイレに行こう。草引きするよ」と伝えると怒りなが

らも３本草を引き、チーフの教師に報告をしたので称賛した。次時以降、教師の

言葉掛けを聞いて作業量を受け入れるようになった。作業担当教師と支援につい

て話合いをし（CHECK:評価）授業に取り組んでいると（ACTION:再検討）、

生徒が作業途中に「あーい」と言いながらトイレの方を指差し、トイレにいつ行

けるのかを確認する行為が見られ始めた。教師が「籠一杯、草を引いたらトイレ

に行こうね」と伝えると、笑顔でうなずき、作業場所に戻るようになった。活動

内容や作業量が分かり、作業を終えたら「次に何があるのか」という見通しをも

つことができた。具体的な「見通し」をもつことで、長期のルーティンになって

いたことの変更も受け入れ、落ち着いて活動できるようになることが分かった。 

 2 生活単元学習における実践 

授業では生活単元学習で押し絵の正月飾りを作ることにした。この単元は手先

を使った細かな作業や、印を意識して作業する部分が多いことなど、生徒４人の

課題を盛り込むことができるとともに、少し頑張ることで課題を達成し作品を完

成させることができる。活動内容は同じ手順で行うことが多く、また、作業量が

目に見えるため、見通しをもって活動しやすいことから題材として取り上げた

（PLAN:計画）。発達段階が違うどの生徒にも分かりやすく伝えるためにどの程

度の話し方や提示をすればよいのか試行錯誤した結果、簡単な言葉とイラストや

写真を用いた説明が伝わりやすいことが分かり、活動内容を簡単な言葉とイラス

〈作業学習の様子〉 



トや写真で端的に示すことにした。 

多くの教師に参観してもらう授業ではイラストや写真

だけでは分かりづらい活動があったため、タブレット端

末を使用し、教師の活動をテレビに映して説明を行った

（DO:実行）。教師の手元を直接見るよりも映像で見る方

が大きく見えるためか、４名とも集中して見聞きした。

教師の説明が終わり、活動開始とともに参観者が一斉に

動き出し、いつもと違う雰囲気となったが、作業内容が

分かっている対象生徒は気にする様子も見られず、落ち

着いて活動に取り組んだ。今回は四つの活動があり、活動

前に手順書（資料４）を一緒に確認した後、生徒が自分で

確認できるよう机上に置いた。一つ作業が終わると自分で

手順書を指でトントンと指し示してこちらを見るので、

「そうだね。１番終わり。２番のはがす、をするよ」と伝

えると、うなずいて自ら両面テープのはくり紙をはがし始

めた。いつもと違う人が大勢いる状況でも、活動に見通し

をもつことで落ち着いて主体的に活動できることに驚い

た。生徒の成長を実感できた授業となった。                   

板書や教材提示など、考慮して取り組んだ授業であった

が、事後の協議で様々な意見をいただいた。活動の順番

や、教室配置や教材の提示方法、生徒の思わしくない行動

に対する対処法など、自分では考えが及ばないことをいろ

いろと評価していただいた（CHECK:評価）。対象生徒が

小さな変化も好まないため落ち着いて活動できるようにと

昨年度の教室配置のままでいたが、生徒が怒っても説明を

して納得してもらおうと考え、変更(ACTION:再検討）を

試みた。すると怒ることなく変化をすんなりと受け入れる

ことができた。生徒は見通しをもって学校生活を送れるよ

うになってきたことで、自分の譲れないところ以外の変化

は受け入れられるようになったことに気付き、私自身が生

徒の可能性を狭めていたことを反省した。 

このようにＰＤＣＡサイクルに基づく評価シートを使用

することで、様々な角度から客観的に考えることができ、

よりよい授業の改善ができた。 

Ⅲ 成果と今後の課題 

今回の実践は、学校だけでなく保護者や関係機関と日々の報告、連絡、相談を

しながら取り組んできた。場所によって支援方法が大きく変わらないよう、同じ

方向性で支援していくことを心掛けた。家庭、学校、放課後等デイサービスにお

いて、昨年度に比べ大きな怒りやパニックが随分と減り、怒っても切り替えが早

〈資料 2 部別研修シート〉 

令和２年度 部別研修シート 

＊ＰＤＣＡサイクルに基づいて、担任（担当）している子供の目標と学習評価を考えて

みましょう。そして、改善へ。 

① Ｐ～Ｄ 

学 部 中学部 学年 ２ 
対象とする児童

生徒の氏名 
玉岡 志元 

個別の教育支援計画

の目標 

・することが分かって、落ち着いて活動する。 

今学期の個別の指導

計画の目標（ねらい） 

＜項目 or教科名＞ 

＜生活単元学習＞ 

・見通しを持って落ち着いて活動する。 

        

教科等 生活単元学習 単元名 押し絵をしよう 

本児に本単元

でつけたい力 

・見通しを持って落ち着いて作業をする力。 

 

 

本児の本単元

における目標 

・初めて行う活動や、いつもと違う作業の流れでも落ち着いて活動す

る。 

 

支援・配慮 

・本人が分かるようにイラストを用いて作業の流れを説明する。 

・初めて行う活動は、写真やイラストを用いて説明したり、手本を示

したりする。 

②Ｃ～Ａ 

項 目 主な内容に対して 授業形態に対して 時数に対して 

評 価 ○適   ・  不適 ○適   ・  不適 ○適  ・ 不適 

児童生徒の 

変容 

・授業のはじめの説明をよく見聞きするようになり、分かっているの

かどうかの確認をすると、うなずいたり、頭を振ったりして意思表示

するようになった。 

目標に対する

達成度と 

コメント 

＜Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ＞ 

・1 年を通しての目標はほぼ達成したと考える。事前の説明と確認が

生徒の落ち着いた行動と深く関わっていることを痛切に感じた。 

改善策 

 

 

・イラストだけでなく、簡単な言葉や「ドロップトーク」など誰が説

明をしても、同じ伝え方ができるものを利用していけたらよいと思

う。 

 

○本時の展開 

 時
間 

教師の支援と手立て・評価の視点 

A B C Ｄ 

１ 本時の活動内容を

知る。 

５ 

・どのように行うのか、簡単な言葉と写真で説明する。 

・手本を提示し、作製する物をイメージしやすくする。 

 

 

 

・活動途中に自分で工程を確認

するために、黒板に簡単な説

明文と写真を提示する。 

・活動途中に自分で工程を確認

するために、手順書を手元に

準備する。 

２ 布を選ぶ。 

 

 

 
５ 

・布を見やすいように黒板に貼る。 

・選ぶ時間の見通しを持ちやすいようにタイムタイマーを

使用する。 

 

 

３ 必要な物を準備し、

活動に取り掛かる。 

 

 

 

４ 布を貼る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 
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・準備物を口頭で伝える。（T2） 

 

 

 

 

・羽子板に線を引き、両面テー

プの貼る位置を分かりやすく

する。 

・線を意識するように言葉掛け

をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一人で用意しやすくするため

に、必要な物を文字とイラス

トや写真で示したカードを渡

す。（T1） 

 

・テープ付きのちりめん布を準

備し、印に集中しやすくす

る。 

・貼る位置を指差すなどして、

分かりやすく伝える。 

５ 片付けをする。 

 

５ 

・活動開始前に片付けを始める時間を黒板に書いて伝えておく。 

・片付ける場所が分かりやすいように、文字やイラスト、写真で

示しておく。 

 

６ 次時の確認をする。 

５ 

・次時はいつあるのか、何をするのかを、カレンダーや写真を使

って簡単に説明する。 

 

学習活動 

活動内容や流れの見通しを持つことができたか。 

一人で片付けを行ったか。 

好きな柄の布を選ぶことができたか。 

落ち着いて活動したか。 

線や印を意識して活動したか。 

 

教師の説明を見聞きしていたか。 

いたか。 

〈資料４ 活動の手順書〉 

 〈資料３ 学習指導案〉 

 

 

１ はる 

 

２ はがす 

 

３ はる 

 

４ くるむ 

 

 

 

 



くなった。学校では授業や行事等の見通しをもつことにより生

徒が落ち着いて活動できることが増え、穏やかに過ごすように

なった。そのことによりマスクの着用や８年間続けた文字のな

ぞり書きから視写への移行など、嫌なことや苦手なことでも自

分で折り合いをつけ、受け入れられるようになってきた。現在

はICTを利用して、自分の意見を他人に伝えることに取り組ん

でいる。言葉でのやりとりが難しい生徒だが、タブレット端末

を用いて号令を掛けたり、朝の会の司会を行ったりする時の表情は生き生きとし

ており、主体的に活動をしている。タブレットの操作に慣れてきたので、イラス

トと音声を組み合わせたアプリの使用など、誰にでも分かる気持ちの伝え方を模

索していきたい。 

 今後の課題は二つある。今回の実践は生徒と担任の日々の関わりを通して得た

信頼関係があってこその結果と言える。今後生徒が誰とでも落ち着いて活動でき

るようにしていくことが一つ目の課題である。現在自分の気持ちを伝えるために

ICTを利用するよう支援したり、多くの教師と関わる機会を設けたりしている。

二つ目は生徒自身が課題を発見し、解決していく方法を身に付けることである。

そのためには、ＰＤＣＡサイクルを用いた実践を繰り返し、新たな課題を発見で

きるよう支援していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈指導・助言〉 

 本実践は、自閉症児に対して「構造化」の視点からアプローチすることで、対象児の

適切な行動を引き出すことができた実践である。「構造化」のアイデアを用いること

は、様々な事柄が理解しやすくなり、見通しをもち安心して落ち着いて生活することを

助けることにつながる。この点において、対象児の認知の特性に応じた構造化のアイデ

ア（何を、いつまで、どのようなやり方で）を工夫し実践できたことが対象児の主体的

な行動を導き出すに至ったと言える。また部別研修シートの活用により、チームで情報

を共有し、客観的に課題を抽出し改善策を講じている点は、学習指導要領の「指導と評

価の一体化による授業改善」に通ずるものがあると推察できる。本単元における目標設

定が抽象的な表現となっているので、観察できる行動レベルまで具体化することが必要

であり、目標の具体化が適切な評価を生み出す。「落ち着いている」とはどういうこと

なのか、対象児についてのアセスメントや行動についての課題分析を行うことで、「目

標→指導→評価の一体化」を目指した更なる授業改善に期待したい。  

「構造化」は、将来に向けてできるだけ「自立」して生活するための補助具となるも

のである。今後は、手順書等を、教員の介入なく自分一人で活用できるツールに発展さ

せる必要がある。例えば、作業終了時、自主的に次の活動へ移るための仕掛け作りや、

生徒から他者へ働き掛ける（援助要求等）手段の獲得が必要となる。後者においては発

表者の取組にもあるように ICT機器の活用にも期待できる。高等部卒業後の就労先や生

活様式を見据えた上で、自立に向けた効果的な支援を行うと同時に、対象児に合った環

境設定を模索し地域へ引き継ぐことが QOL の向上につながるであろう。 


